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目的  

犬がそれぞれ持っている性格とイメージの違いを調査する。  

仮説 

犬の性格と犬に対するイメージに違いはない。 

方法 

SD 法を用いた七件法のアンケートで多摩大生 50 人を対象に調査する。  

SPSS で因子分析を行う。  

結果（因子分析） 

パターン行列 

 
因子 1「優しい」 

⑨ゴールデンレトリバー、⑧ボーダー・コリー、⑥柴犬 

因子 2「甘えん坊」 

④プードル、①ミニチュア・ダックス・フンド、③ポメラニアン、⑤チワワ 

因子 3「利口」 

⑩ジャーマン・シェパード・ドッグ、⑦ビーグル、⑥柴犬、②フレンチブルドッグ、

⑧ボーダー・コリー 

考察 

仮説通り、犬に対するイメージと犬が持っている性格にほぼ違いはなかった。  

 


